










要約 川崎病に対する組織プラスミノゲンアクチベータ(t-PA)の急性期から遠隔期にわた

る経時的な測定と,血管刺激の 1つである Venous Occ1usion Test(VOT)での t-PA の放出の

変化,さらに Intravenous Gamma Globulin(IVGG)の施行例における t-PAの急性期から遠隔

期における変化を測定した。 

本症の急性期における t-PA は正常値より高値を呈し,遠隔期では正常値より低値を示した。

特に,冠動脈病変の存在している群では遠隔期の低値は顕著であった。VOT における t-PA

の変化は本症では対象と比較して低値を示したが増加量としては特に差はなかった。急性

期にIVGGを投与した例では,t-PAは,急性期でその上昇がみられず,遠隔期でも証明するこ

とができた。 


